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――高坂正堯と NHK の場合―― 





In this paper, I considered the relationship between intellectuals and the mass media. By researching the NHK Archives, I examined 
how KOSAKA Masataka, one of the representative intellectuals of postwar Japan and establisher of study of international politics in 
Japan, was involved in the mass media. Kosaka has appeared on various NHK programs over 30 years. Some shows focused on his own 
personality and deviated from his academic expertise. However, when the age of "new television politics" came in the 1990s, Kosaka 
came on many programs that made use of his specialty. In those, he provided academic perspectives on post-Cold War international 
politics and sharply criticized Japanese politics and diplomacy. 
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しいテレビ政治」の時代を迎える 1990 年代の 2）、いくつ
かの番組について見ていくことにしたい。 
 
1. NHK アーカイブスの高坂正堯 
 








大阪観光大学研究論集（旧大阪観光大学紀要）第 21 号（2021 年 3 月）  106 
 
を持っていたわけでもない知識人としては、多いと言っ
て良いだろう。そのうち 3 分の 2 ほどは、出席者の 1 人
としてキャスティングされたシンポジウム、座談会、討





もない 4）。特に、NHK が組織的な保存を始める 1981 年
より以前の所蔵件数は限られている。 
 高坂が NHK アーカイブスの史料に初めて登場するの
は、1964 年 5 月 6 日午後 8:00~8:59 に教育テレビで放
送された「憲法問題特集(3)『国際情勢と第九条』」の討








10 月 9 日午後 10:05~10:35、総合テレビ）、「しゃべくり
バラエティー『日本一』 『“阪神対巨人”大舌戦』」（1983
年 4 月 23 日午後 0:20~0:44、総合テレビ）のように、“熱
狂的阪神タイガースファン”という彼のキャラクターがと
りあげられる一方、(2) 「日曜美術館」（1978 年 10 月 8
日午前 11:00~12:00、教育テレビ）、「歴史への招待」（1979




坂正堯の宰相・吉田茂論」（1978 年 9 月 21 日午後
10:00~10:29、総合テレビ）や「外相･重光葵～高坂正尭
マ マ
が語る日本の外交～」（1995 年 8 月 31 日午後 8:00~8:45、
教育テレビ）のような高坂の名前を冠した番組ができ、
(4) さらにはシリーズ化された「新・文明が衰亡すると
き」（初回は 1985 年 3 月 12 日午後 8:00~9:00、全 3 回、
教育テレビ）、「高坂正堯・世界と語る」（初回は 1985 年
4 月 15 日午後 8:00~8:45、全 3 回、教育テレビ）、「90 年
代・日本の条件～冷戦後の国際社会を展望して」（初回は
1991 年 1 月 5 日午後 10:15~11:00、全 4 回、教育テレ
ビ）、「ポスト冷戦の国際社会」（初回は 1994 年 10 月 11






 まず、シンポジウム、座談会、討論会の出席者の 1 人
として出演した場合について、具体的に見ていく 5）。 
 




のインタヴューを行ったもの。収録は放送 1 週間前の 8
月 22 日、大磯の吉田邸で行われた。終始柔和な物腰で、
くつろいだ吉田の姿が印象的である。これに先立って、


















(2) 「ドキュメント “激動”への選択 `76 総選挙」（1976
年 12 月 8 日午後 10:15-11:00、総合テレビ） 
 

















年 4 月 26 日午後 10:00-10:29）、「関ケ原合戦(3) ―減封
没収 632 万石―」（1980 年 10 月 16 日午後 10:00-10:29）、
「日米暗号戦争(2) ―機密暗号“パープル”―」（1982 年 9



























 なお、番組に先立って NHK が調査した「にっぽんの
英雄」は誰かとのアンケート結果によると、1 位が野口
英世、2 位が王貞治で、以下、3 位福沢諭吉、4 位豊臣秀




(5) 「NHK 特集 日米衛星討論 防衛摩擦」1981 年 

















































(6) 「挑戦するサッチャー 討論，日英そして世界」 





































(1) 「高坂正堯の宰相・吉田茂論」（1978 年 9 月 21 日
午後 10:00-10:29、総合テレビ） 
 
 「わが外交を語る 吉田茂」から 13 年後、吉田の死去

















（全 3 回、1985年3月12日午後 8:00-9:00、3月13






























































(4) 「NHK ウィークエンドセミナー 90 年代 日本の条
件 冷戦後の国際社会を展望して」（全 4 回、1991
年 1 月 5 日午後 10:15-11:00、1 月 12 日午後 10:15-
11:00、1 月 19 日午後 10:20-11:05、1 月 26 日午
後 10:15-11:00、教育テレビ） 
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(1) 「NHK スペシャル 徹底討論 湾岸戦争 日本は何を




















憲を良しとするに至る、その過程の 1 つであった 9）。 
 
(2) 「NHK スペシャル 連続討論 政治改革 第 1 回 自


































































(4) 「NHK 人間大学 ポスト冷戦の国際社会」（全 12 回、
教育テレビ） 
 1994 年の 10 月 11 日午後 11:00~11:30 に始まって 12








(5) 「ETV 特集 外相･重光葵～高坂正尭
ママ
 が語る日本の

































































田 2016 がある。 
2 逢坂 2014 の評価。 
3 「番組表ヒストリー」https://www.NHK.or.jp/archives/ 
chron- icle/（2020 年 5 月 18 日確認）。 
4 「NHK アーカイブス学術利用トライアル」https://www. 
NHK. or.jp/archives/academic/（2020 年 5 月 18 日確
認）。 
5 番組の閲覧と静止画の引用にあたっては、2019 年度第 4
回「NHK アーカイブス学術利用トライアル」で許可を得
た。 








9 高坂の憲法論については、さしあたり森田 2016 を参照。 





















回はいかになされたのか」『Voice』第 463 号、pp.158-167 
和田光弘（1987）「制作者の“眼と志”結実へ、手法開発も」『月
刊民放』第 17 巻第 9 号、pp.16-18 
 
